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３ 要旨 

 着生する桑の実の数が比較的多い品種１８種類を対象に桑の実採取用品種としての選抜調査を２年間行

った。６月上旬～７月上旬に桑の実を１品種２０～３０個採取し、実の大きさ、重さ、糖度、pHについて、また

株に着生する実の数および成熟期間などについて調査した。 

 その結果、実の長さは大唐桑が最も長く、カタネオ、フィカス、ミラン５号、カナダ産桑Ａなども長かった。実

の幅は大唐桑、カタネオ、カナダ産桑Ａなどで長かった。実の重さは大唐桑が群を抜いて重く、カタネオ、カ

ナダ産桑Ａも重かった。実の糖度は多胡早生、類無、白芽荊桑で高かった。実のpHは白実が高く、イングリ

ッシュブラックは低かった。 

 次ぎに株に着生する実の数の多い品種はミラン５号、白実、カタネオ、次いで多胡早生、フィカス等であっ

た。実の成熟期間の長い品種はカナダ産桑Ａ、冨陽桑、多胡早生等であった。


